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四十九院

道 明が淵

山

温
泉

句
大
会

【全
国
応
募
の
部
】
募
集
締
切
令
和
６
年
７

月
１■
日
（月
）

【
吟
行
句
会
】
期

日

令
和
６
年
１０

月
８

日
（火
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
３
時
予
定

ハム

場
　
山
中
座

′
″

デ

●
ど
′

トンネル

o山中うるし座

□ (。OOD

山中温泉
文化会館

0
冨士見町 QQ◎

主
催
／
芭
蕉
祭
山
中
温
泉
全
国
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

・
加
賀
市
俳
文
学
協
会

後
援
／
加
賀
市

・
加
賀
市
教
育
委
員
会

，
山
中
商
工
会

・
山
中
温
泉
旅
館
協
同
組
合

・

山
中
温
泉
観
光
協
会

・
山
中
漆
器
連
合
協
同
組
合

・
山
中
温
泉
商
店
協
同
組
合

山
中
温
泉
料
飲
業
協
同
組
合

・
山
中
温
泉
芭
蕉
の
館

・
医
王
寺

・
無
限
庵

・

北
園
新
聞
社

・
加
賀
ケ
ー
ブ
ル
帥
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明訃弗手じヶぢヨ‖とし
0
芭蕉の館

ゆ
げ
街
道

菊の湯

思栄等
●

Ⅷ S催橋

山中座周辺地図

しらさぎ
大詰橋

聯
●



日

第
三
十
三

芭
蕉
祭
山
中
温
泉
全
国
俳
句
大
会
開
催
要
項

芭
蕉
も
訪
れ
た

『道
明
が
淵
』
が
国
名
勝

「お
く
の
ほ
そ
道
」
の
風
景
地
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

【全
国
応
募

の
部
】

■
作
品

四
季
雑
詠
　
２
句
１
組

（ひ
と
り
何
組
で
も
可
。
未
発
表
で
日
本
語
の
自
作
に
限
り
ま
す
。
）

■
選
者

（五
十
音
順
）

令
小
熊
座
」
主
字
）

（朝
日
俳
壇
選
者
）

令
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
同
人
会
長
）

■
投
句
料２

句
１
組
に
つ
き
千
円

（定
額
小
為
替
ま
た
は
現
金
書
留
）

◇
投
句
料
は
い
か
な
る
場
合
で
も
返
却
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■

応
募
方
法

所
定
の
「投
句
用
紙
」
に
作
品
と
必
要
事
項
を
記
入
し
、
投
句
料
と
あ
わ
せ
て
事
務
局
ま
で
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
募
集
締
切

令
和
６
年

７

月
１
日
（月
Ｘ
必
着
）

◇
作
品
応
募
後
の
訂
正
や
選
句
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

■

賞

最
優
秀

（選
者
ご
と
に
１
句
）
・
優
秀

（選
者
ず」
と
に
２
句
）

・
特
選

（選
者
ご
と
に
５
句
）

◇
最
優
秀

・
優
秀
賞
の
受
賞
者
に
は
、
通
知
い
た
し
ま
す
。

■

発
表

・
表
彰
式

令
和
６
年
ｌｏ
月
８
日
（火
）
全
吟
行
句
会
】
の
席
上
に
て
行
い
ま
す
。）

◇
最
優
秀

。優
秀
・特
選
の
受
賞
作
品
は
、
当
日
大
会
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

◇
入
選
の
受
賞
者
に
つ
い
て
は
、
作
品
集
の
発
送
を
も

っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
選

（選
者
ご
と
に
５０
句
）

【吟
行
句
会
】

■

期
日

令
和
６
年

１０

月
８

日

（火
）
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
３
時
予
定

■

会
場

山

中

座

（加
賀
市
山
中
温
泉
薬
師
町
ム
ー
番
也

■
特
別
講
演

講
師
　
菖
三
野
　
ム

ツ

オ

氏

（「小
熊
座
」
主
宰
し

「
見

る

こ

と

か

ら

視

る

こ

と

へ
」

■
吟
行
句
会
選
者

（五
十
音
順
）

関
戸

美
智
子
　
・　
中
川

雅
雪
　
・　
中
西

石
松
　
。　
西
田

梅
女

■

作
品

嘱
目
　
２
句
１
組

■

参
加
費千

円

（吟
行
投
句
料

・
作
品
集
込
）

◇
当
日
受
付
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

◇
投
句
料
は
い
か
な
る
場
合
で
も
返
却
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
会
場
周
辺
に
食
事
処
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

令
和
６
年
９
月
１０
日
（火
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
郵
送
、
あ
る
い
は
、
全
国
応
募
の
部
投
句
用
紙
の
所
定
欄
に
記
入
く
だ
さ
い
。

■
賞

特
選

（選
者
ご
と
に
１
句
）
・
入
選

（選
者
ご
と
に
７
句
）

■
発
表

・
表
彰
式

吟
行
句
会
の
席
上
に
て
特
選
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

特
選
に
つ
い
て
は
、
報
道
機
関
等
へ
氏
名
等
を
発
表
し
ま
す
の
で
ご
承
諾
の
上
、
投
句
し
て
く
だ
さ
い
。

【作
品
集
】

◇
二
重
投
句

（同

一
作
品
を
他
の
大
会
や
結
社
、
新
聞
等
へ
投
句
）
、
類
句
と
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
は
賞
の
発
表
後
で
も
失
格
と
し
ま
す
。

◇
応
募
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
個
人
情
報
は
、
作
品
集
の
作
成
と
発
送
、
本
大
会
の
案
内
の
た
め
に
使
用
し
ま
す
。

◇
投
句
用
紙
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
の
う
ち
、
氏
名

（俳
号
）
と
お
住
ま
い
の
都
道
府
県
名
、
市
町
村
名
を
作
品
集
に
掲
載
し
ま
す
。

投
句
者
全
員
に
、
入
選
作
品
集
を
お
送
り
し
ま
す
。
（令
和
６
年
１２
月
頃
発
刊
予
定
）

安 長 高

原 谷 野

川 ム

葉櫂孝

宛名カードとしてご利用 ください。

T922-8622

石川県加賀市大聖寺南町二41番地

加賀市教育委員会事務局

生涯学習課内

芭蕉祭山中温泉
全国俳句大会

実行委員会事務局行

【午前】

8時 30分 一 受付

芭蕉堂開帳
(10時閉帳 )

9時 ――――吟行句開始

H時 一―――投句締切

【午後】

0時 50分一 開会式

1時 ――――特別講演

2時 15分一 披講/選評

表彰式

閉会式

吟行句会日程 (予 定)


